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■取扱注意事項

必ずはじめにお読みください

１．専用のACアダプタ以外で使用しないでください。破損や最悪の場合、発煙、

発火を招く恐れがあります。

２．本体をストーブなど、火気のそばには絶対に設置しないでください。発煙、発火

を招く恐れがあります。

２．40℃を超える直射日光の当たる場所や、高温、多湿下での使用はしないでくだ

さい。故障の原因となります。

３．間違った配線などにより、本体または外部の機器へ影響を及ぼす場合がありま

す。

４．長時間ご使用にならないときには、ACアダプタを抜いて保管してください。

５．本体の分解、改造は絶対にしないでください。感電、故障の原因となります。ま

た指示なく分解された場合はいかなる保障、修理もお受けいたしかねますのであら

かじめご了承ください。

１．紫外線の強い日光の当たる場所へ保管し続けると、本体の色が抜けてしまう場

合があります。ご注意ください。

２．本製品のパネルを清掃する場合は、シンナー、ベンジンなどの揮発性の高い

溶剤や、アルカリ、酸性のクレンザーなどは使用しないでください。眼鏡拭きなどの

やわらかい布で拭くようにしてください。

３．本体の落下等により小さいお子様が怪我をされないように保管してください。

４．本製品は電子機器です。火気に投入したり、水没は絶対にしないでください。

また電子機器一般に通じる指定以外の使用方法は避けてください。

５．本製品には音声信号や各種制御信号の入出力端子が設けられています。ケー

ブル接続により外部機器を接続する際、出力端子同士を接続するなど適切でない

接続をおこなうと、製品の性能が落ちたり、破損する可能性があります。接続操作
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の際は、十分にご注意ください。

６．本製品に接続するメモリカードには、重要なデータを入れないでください。また

は、PC等にデータのバックアップをお願いします。メモリカード内のデータの破損、

消滅等により発生した損害に関して、当社は一切の責任を負いかねますので、ご

了承ください。

７．本製品の FUSION IF端子は、REON製品の FUSION IF対応の機器同士を接

続する専用端子です。PC等の外部機器には接続しないでください。外部機器に

悪影響を与える可能性があります。
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下記に示す無償修理規定に従い購入日より２ヵ年保証いたします。ただし、免責

事項に該当する場合は、有償修理対応といたします。無償、有償に限らず製品の

往復送料、お振込手数料等はお客様のご負担となります。

無償修理規定　

保証期間 購入日時（保証書捺印日時）より２ヵ年

保証内容 免責事項を除く無償修理。ただし往復送料は除く

免責事項 （イ）使用上の誤りまたは分解、改造を行ったことによる故障、

損傷

（ロ）お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障、損傷

（ハ）火災、地震、水害、落雷などの天災地変、公害、塩害、異

常電圧、水やその他の水分がかかったことによる故障、

破損

（ニ）消耗品の交換

（ホ）保証書の提示がない場合

（へ）本製品の用途以外の目的（演奏、音楽制作等）以外に使

用されて故障、破損した場合

（ト）本書にお買い上げ日時、販売店名、お客様名の記載がな

い場合や、内容が書き換えられた場合

本書は日本国内においてのみ有効です。
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■おもな機能とブロック図

Cistronは、音を作り込むことに主眼を置いた新しい概念のリズムマシンです。従来のよう

にプリセット音源を用いたリズムではなく、REONオリジナルの FM音源を用いることで、一

から音を作ることができます。作った音をメモリに保存し、それらをシーケンサのステップに

割り当てることで、自分だけのオリジナルのリズムを演奏することができます。もちろん、リ

アルタイムに音をコントロールして演奏することも可能です。

　加えて、Cistronはメモリカードを接続することができ、PC等からコピーした音や本体で

録音した音をサンプリング音源としてシーケンサのステップに割り当てることができます。

　さらに、アナログ音源部にはノイズジェネレータ、VCF、VCA、ディレイを搭載し、リズム
音にさまざまな表情を加えることができます。

　最大１６ステップのシーケンサ部は、音のステップへの割り当てはもちろんですが、ディ

ケイタイムやピッチエンベロープ、パンポットやディレイタイムなど様々なパラメータをステッ

プごとに細かく調整することができる機能を持ちます。

　作成した FM音源の音は８個まで保存でき、読み込んだサンプリング音源の音は、４種

類までボタンに割り当てることができます。また作成したシーケンスパターンは、最大８パ

ターンまで保存することができ、演奏中に自由に読み出すことができます。加えて、シーケ

ンスパターンを”くさり”のように自由に組み合わせることができるパターンチェーン機能を

備えており、これも最大８チェーンまで保存、読み出しが可能です。

　用語について：

　FM音源：REON LociIIシンセサイザーを搭載した独自の FM音源

　MC音源：メモリカードに録音・または PC等からコピーした音を用いたサンプリング音源
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■背面パネルとセットアップ

①ACアダプタ接続部

付属の専用ACアダプタを接続してください。

②USBケーブル接続部

USB TypeBケーブルを使用して PCと接続することで、DAWソフトウェアからのMIDIク
ロック信号を受信し、同期することができます。また、ファームウェアアップデート機能を利

用することができます。ファームウェアアップデート方法については、44ページとダウン

ロードしたアップデートファイルに同梱の説明書をお読みください。

③メモリカード挿入部

WAVファイルを保存したメモリカードを挿入することで、サンプリング（MC）音源を再生し

ます。詳しくは 22ページをお読みください。
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④ FUSIONインターフェース接続部

FUSIONインターフェースに対応した REON製品と特殊な LANケーブルを使用して接

続することで、拡張された機能を使用することができます。詳しくは、40ページをお読みく

ださい。

⑤MIDIケーブル接続部

MIDI IN端子 受信したMIDIクロック(F8)信号およびスタート(FA)・コンティ
ニュー(FB)・ストップ(FC)信号に同期して演奏します。

MIDI OUT端子 Cistronのシーケンスに同期したMIDIクロック(F8)信号および

スタート(FA)・ストップ(FC)信号を出力します。

MIDI IN端子より受信したノート信号等は、そのまま出力（ス

ルー）します。

⑥各種信号接続部

CLKIN端子 モジュラーシンセサイザー等のクロック信号を入力することで、

同期して演奏することができます。なお、対応する電圧は、

5~12Vです。

CLKOUT端子 Cistronのシーケンサに同期したクロック信号を出力します。な

お、電圧は 5Vで立ち上がり同期です。

CV1IN端子 CV1に割り当てるパラメータを選んだ上、外部からのコントロー

ル電圧(CV)信号を入力することで、パラメータを CVでコント

ロールすることができます。パラメータの選び方は、37ページを

ご覧ください。入力できる電圧範囲は、0~6Vです。

CV2IN端子 CV2に割り当てるパラメータを選んだ上、外部からのコントロー

ル電圧(CV)信号を入力することで、パラメータを CVでコント

ロールすることができます。パラメータの選び方は、37ページを

ご覧ください。入力できる電圧範囲は、0~6Vです。

PHONE端子 ステレオミニプラグを使用して、ヘッドホンを接続できます。

LINEIN端子 外部の音源を接続することで、メモリカードに音を録音すること

ができます。録音方法は、24ページをご覧ください。
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⑦オーディオ出力部

OUT L端子 左のオーディオ信号を出力します。モノラル標準プラグを接続

してください。

OUT R端子 右のオーディオ信号を出力します。モノラル標準プラグを接続

してください。
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■正面パネルと各部の名称・操作

①シーケンサファンクション/コントロール部

START/STOPボタ
ン

押すとシーケンサを再生・停止します。

FUNCボタン×８個 ②の８個のステップつまみおよび８個のステップボタンで設定する機

能を切り替えます。ボタンの横に印刷されている機能名の上側がス

テップつまみ・下側がステップボタンの機能を表します。
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②シーケンサステップ部

ステップつまみ×８
個

FUNCボタンにより選択された機能のステップごとのレベルを調整し

ます。

ステップボタン×８
個

FUNCボタンにより選択された機能のステップごとのON/OFFを設
定します。

ロッカースイッチ ステップつまみおよびステップボタンで設定するステップの範囲を

設定します。

上側：１～８ステップ、下側：９～１６ステップ

（ただし、SHIFTボタンによりステップの進行方向を変更した場合は、

上側：奇数ステップ、下側：偶数ステップとなります）

③ FM音源エンジン部

BTNI/BTNIIスイッ
チ

８個の FM メモリボタンの役割を選択します。（初心者の方は、まず

BTNIIの扱いに慣れることをお勧めします）

上側（BTNI）：つまみ位置のメモリ（各２個）

FM メモリボタンは、４つのつまみのそれぞれの位置を保存・読み出

しするためのつまみメモリとなります。

下側（BTNII）：音色メモリ（８個）

FM メモリボタンは、４つのつまみにより作成した最大８個の音色を

保存、またシーケンサに割り当てする音色メモリとなります。

WAVE/LFOスイッ

チ

WAVE/LFOつまみがコントロールするパラメータを選択します。な

お、スイッチの組み合わせにより、パラメータは両方割り当てることも、

どちらも割り当てないことも可能です。

上側：パラメータ割り当てON
下側：パラメータ割り当てOFF

FREQつまみ FM音源のメインオシレータの周波数（音の高さ）を調整します。

MODつまみ FM音源の変調用オシレータの周波数を調整します。

ENVつまみ FM音源の変調のエンベロープを調整します。
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WAVE/LFOつまみ WAVE/LFOスイッチの組み合わせにより下記の機能として動作しま

す。

WAVE：FM音源のメインオシレータの波形を調整します。

左端：正弦波、中央：のこぎり波、右端：矩形波

LFO：FM音源の変調用 LFOの周波数を調整します。

FM メモリボタン×８
個

BTNIの場合：４つのつまみの位置を保存・読み出しするつまみメモ

リ(FREQ1~2、MOD1~2、ENV1~2、W/L1~2)を選択します。

BTNIIの場合：FM音源を用いて作成した音を保存・読み出しする

８つの音色メモリ（MEM1~8）を選択します。

ディスプレイ FM音源の各パラメータの現在値を表示するほか、さまざまな表示

をおこないます。詳細は、33ページをご覧ください。

④MC（メモリカード）音源エンジン部

SELECTボタン このボタンを押しながら、MCメモリボタンを少し長めに押すと、選択

されたMEM1~4の各フォルダ内で再生するWAVファイルを切り替

えます。（メモリカードの詳細な構成と対応ファイル形式については、

22ページをご覧ください）

ENVボタン このボタンを押しながらMCメモリボタンを押すと、選択された音色

のエンベロープのON/OFFを切り替えます。OFFにすると、例えば

ロングトーンの再生が可能になります。

MCメモリボタン点灯：エンベロープON、消灯：エンベロープOFF

PITCHつまみ メモリカード音源の再生ピッチ（および再生速度）を調整します。

CRASHつまみ メモリカード音源のビットクラッシュの強さを調整します。

左端：ビットクラッシュOFF、右端：ビットクラッシュ最大

MCメモリボタン×４
個

メモリカード内の４つのフォルダ(MEM1~4)を切り替え、音を選択し

ます。
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⑤コントロールボタン部

LOADボタン このボタンを押しながら８個のステップボタンのいずれかを押すと、

保存したシーケンスパターンを読み出します。

SAVEボタン このボタンを押しながら８個のステップボタンのいずれかを押すと、

現在のシーケンスパターン（各 FUNCボタンにより設定したステッ

プつまみ・ステップボタン、音色ごとの発音のON/OFF・ステップ数、
SHIFTボタン設定）を保存します。

このボタンを押しながら８個の FM メモリボタンのいずれかを押すと、

現在の FM音源の音色を保存します。

CLEARボタン このボタンを押しながら８個のステップボタンのいずれかを押すと、

通常モードでは該当のシーケンスパターンを消去します。パターン

チェーンモードでは該当のパターンチェーンを消去します。

このボタンを押しながら８個の FM メモリボタンのいずれかを押すと、

該当の FM音源の音色を消去します。

このボタンを押しながら４個のMCメモリボタンのいずれかを押すと、

現在選択されているメモリカード内のWAVファイルを削除します。

ON/OFF（ミュート）

ボタン

このボタンを押しながら８個の FMボタンまたは４個のMCメモリボタ

ンのいずれかを押すと、該当の音色の再生のON/OFF（ミュート）を

切り替えます。

FM/MCメモリボタン点灯：再生ON、消灯：再生OFF
このボタンを押しながらステップボタンを押すことで、ステップ数を設

定します。例えば、ロッカースイッチを下に倒した状態（９～１６ス

テップ設定）で左から３番目のステップボタンを押すと、ステップ数

は１１になります。

KNOBRECボタン シーケンサ再生中に、このボタンを押しながら⑥～⑧の１２個のい

ずれか１つのつまみを回すことで、つまみの動きを覚えて自動再生

することができます。

覚えられるのは最大で１６ステップ８周分です。同時に覚えられるの

は１つのつまみのみですが、操作を繰り返すことで１２個すべて自

動再生することが可能です。覚えたつまみは、再度操作することで

自動再生は解除されます。また、本機能は保存不可であり、電源

ONの間のみ有効です。
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SHIFTボタン SHIFTボタンを押しながら、白抜き文字の他の各ボタンを押すこと

で、下記のようなさまざまな詳細設定ができます。詳しくは、35ペー
ジをご覧ください。

①シーケンス進行方向

② FM音源音域設定

③クロックディバイダー

④CV1IN/CV2IN端子ﾊﾟﾗﾒｰﾀ割り当て

⑤OPT1/OPT2機能割り当て

⑥VCF部

NO-VCFスイッチ ノイズジェネレータの生成音にVCFをかけるかどうかを選択します。

上側：VCFON、下側：VCFOFF

INV/NORスイッチ VCFのMODのピッチエンベロープの方向を選択します。

上側：ピッチ上昇、下側：ピッチ下降

NOISEつまみ NOISE出力がONにされたステップにおけるノイズジェネレータの

出力レベルを調整します。

MODつまみ VCFの FREQのピッチエンベロープの強さを調整します。

RESOつまみ VCFのレゾナンスの強さを調整します。

左端：レゾナンス最小、右端：レゾナンス最大（発振）

FREQつまみ VCFのフィルタの周波数（開き具合）を調整します。

左端：フィルタを閉じる、右端：フィルタを開く

⑦エンベロープ部

FMディケイタイムつまみ FM音源のディケイタイムの長さを調整します。

FMアタックタイムつまみ FM音源のアタックタイムの長さを調整します。

MCディケイタイムつまみ MC音源のディケイタイムの長さを調整します。

MCアタックタイムつまみ MC音源のアタックタイムの長さを調整します。
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⑧エフェクト部

FUS.IN-DLYスイッ

チ

FUSION-IFから入力された音声信号にディレイをかけるかを選択

します。

上側：ディレイON、下側：ディレイOFF
詳しくは 43ページをご覧ください。

ACCENTつまみ アクセントがONにされたステップにおけるアクセントの強さを調整

します。

E.DEPTHつまみ ディレイの深さを調整します。

F.BACKつまみ ディレイのフィードバックレベルを調整します。（注）右端に回すと発

振します。非常に大きな出力レベルになるので外部機器を損傷し

ないよう十分にご注意ください。

D.TIMEつまみ ディレイタイムの長さを調整します。

⑨ボリューム・テンポ部

FUS.INスイッチ FUSION-IFから音声信号を入力するかを選択します。

上側：入力ON、下側：入力OFF
詳しくは 43ページをご覧ください。

VOLつまみ マスターボリュームを調整します。

FM-VOLつまみ FM音源の音量を調整します。

MC-VOL/LINEIN
つまみ

MC音源の音量を調整します。また、メモリカードへの録音中は入

力レベルを調整します。

TEMPOつまみ シーケンサのテンポを調整します。
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■オリジナル FM音源

〇 FM音源の音作り(4 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ+2 ｽｲｯﾁ)

REONオリジナル FM音源は、４つのパラメータと２つ

のトグルスイッチを用いて音作りをします。

パラメータはそれぞれ下記の通りです。

・FREQ：FMのメインオシレータ（キャリア）の周波数（音の高さに相当します）

・MOD：FMの変調用オシレータ（モジュレータ）の周波数

・ENV：FMの変調に用いるエンベロープ波形調整

・WAVE/LFO：FM音源のメインオシレータの波形/FM音源の変調用 LFOの周波数

また、各パラメータの現在値は、右

図のようにディスプレイに表示されま

す。

WAVE/LFOの２つのトグルスイッチは、４つ目のパラメータの割り当てを切り替えます。ス

イッチの組み合わせによって、両方割り当てることや、どちらも割り当てないことも可能です。

・WAVEスイッチON（上側）：WAVEパラメータに割り当て

・LFOスイッチON（上側）：LFOパラメータに割り当て

エディットする音色を切り替えたとき、その音色のWAVE/LFOの割り当てが、下図のように

ディスプレイに表示されます。

WAVEスイッチ OFF ON OFF ON

LFOスイッチ OFF OFF ON ON

ディスプレイ

表示
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〇音色の保存と読み出し

８個の FM メモリボタンには、２つの機能が用意されています。

BTN I :つまみ位置のメモリ（各２個）

BTN II : 音色メモリ（８個）

今回は、IIの機能を使用するため

BTNI/BTNII      スイッチを下側に倒しておき

ます。

作成した音は、８つまでメモリに保存することができます。

８個の FM メモリボタンの中で、点灯または点滅している番号が、現在選択されている（エ

ディット中）音色です。

音色を保存するには、SAVEボタンを押しながら、保存

したい番号の FM メモリボタンを押します。ボタンが

点滅し、点滅を終えたら保存完了です。なお保存

されるのは、４つのツマミのパラメータ及び

WAVE/LFOスイッチの割り当てです。

音色を読み出す（音色の切り替え）には、読み出したい番号

の FM メモリボタンを押します。すると、保存されたパラメー

タ値がディスプレイ上に読み出されます。なお、音色を読み

出すと、エディット中の音色は失われます。そのため、音色

の保存は音色の切り替え前に行ってください。ただし、シー

ケンサが動いている間は、音色を切り替えても編集した音色が維持されます（停止すると

元の音色に戻ります）。これによって、SAVE機能を使わずに演奏中にリアルタイムに音色

を編集・切替することができます。

＜！＞保存中は、絶対に本体の電源を切らないでください。データ破損の恐れがありま

す。
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〇ステップへの割り当て

FM音源のステップへの割り当ては、左上の FUNCボタン（FM-
FREQ/GATE）を押しておこないます。

まず８つの FM メモリボタンのうち、ステップに割り当てたい番号を押して、

点滅した状態にします。その状態で、８つのステップボタンのうち任意の

ステップボタンを押すと、FM メモリボタンと同じ色に点灯し、ステップに

割り当てられます。（デフォルトでは左端のロッカースイッチを上に倒す

と１～８ステップ、下に倒すと９～１６ステップとなります。）この操作を割り当てる音色の回

数だけ繰り返します。（ただし、同ステップに割り当てられる音色は１種類です）なお、すで

に割り当てられているステップボタンを押すと消灯し、割り当てが解除されます。

①MEM番号の選択

②割り当て済みのステップボタン

　　を押す ⇒ 割り当て解除

③未割り当てのステップボタン

を押す ⇒ MEM番号を割り当て

〇つまみ位置の保存と読み出し（応用）

FM音源には、音色を保存する機能に加え

て、４つのパラメータそれぞれのつまみの

位置を２つまで保存できる「つまみメモリ」を

有しています。この機能は、BTNIの機能

であるため、使用する際、BTNI/BTNII      ス
イッチ上側に倒しておきます。

４つのつまみの真下に位置する２つの FMボタンが、それぞれのつまみに対応する FM メ

モリボタンです。
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ツマミ位置を保存するには、SAVEボタンを押しな
がら、保存したい番号の FM メモリボタンを押しま

す。ボタンが点滅し、点滅を終えたら保存完了で

す。

ツマミ位置を読み出すには、読み出したい番号の FM メモリ

ボタンを押します。すると、保存されたツマミ位置（パラメータ

値）がディスプレイ上に読み出されます。

＜！＞保存中は、絶対に本体の電源を切らないでください。データ破損の恐れがありま

す。

BTNIの機能使用時は、BTNIIの機能である音色の切り替えはできません。音色を切り替

えたい場合は、BTNI/BTNIIスイッチを下側に倒してください。
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■メモリカードとMC音源

〇事前準備

Cistronが持つメモリカードを用いたサンプリング

（MC）音源を利用するには、事前のセットアップが必

要です。REON提供のメモリカードを使用する場合は、

このステップを飛ばしてください。まず PC上でメモリ

カードを開き、フォーマット形式が FAT32であることを

確認します。異なるフォーマットである場合、再フォー

マットが必要です。

正しければ、メモリカード内に下図のように

MEM1,MEM2,MEM3,MEM4 という名前のフォルダを

作成します。

〇音声ファイルの保存と対応音声フォーマット

対応する音声フォーマットは。WAV形式の音声ファイルで、下表に記載のものに限ります。

これ以外のものを再生した場合、再生されない・音がおかしい等の症状につながりますの

で、お持ちの音声ファイルの詳細が不明な場合は、WAVファイル解析ソフト等をご使用い

ただき、ご確認頂きますようお願いします。

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ PCMのみ

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ 44.1kHz または 48kHz

1 ｻﾝﾌﾟﾙあたりビット数 8bit または 16bit

チャンネル数 モノラルまたはステレオ

WAVファイルが準備できましたら、メモリカード内のMEM1~4のフォルダの中に保存しま

す。ファイル名は、半角英数字と半角記号のみ(0~9, a~z, A~Z, -, _)を使用し、最大 8文字
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まで（拡張子.wavを除く）としてください。ひらがな、カタカナ、漢字、全角文字等は使用で

きませんのでご注意ください。なお、Cistron上で読み込めるのは、各フォルダ最大１６個

のファイルまでです。Cistron上で同時に選択できる音声ファイルは、フォルダごとに１ファ

イルのみですので、同時に使用したい音色は別フォルダに保存することをお勧めします。

例えば、キック・スネア・ハイハットの音色を使いたい場合、MEM1にキック、MEM2にスネ

ア、MEM3にハイハットといったように保存するとよいです。保存が完了したら、Cistron 裏

面のメモリカード挿入部に差し込みます。

〇WAVファイルの選び方

４つのMCメモリボタン(MEM1~MEM4)の名前が、メモリカード上のフォ

ルダ名に対応します。WAVファイルを選ぶには、SELECTボタン
を押しながら、選びたいWAVファイルがあるフォルダ名のMCメ

モリボタンを少し長めに押します。すると、該当フォルダの中で

WAVファイルが切り替わり、ディスプレイ上にファイル名が表示さ

れます。これを、選びたいWAVファイルの名前が表示されるまで繰り返し

ます。

〇ステップへの割り当て

MC音源のステップへの割り当ては、右上の FUNCボタン（MC-
PITCH/GATE）を押しておこないます。

まず４つのMCメモリボタンのうち、ステップに割り当てたい番号を押し

て、点滅した状態にします。その状態で、８つのステップボタンのうち任

意のステップボタンを押すと、MCメモリボタンと同じ色に点灯し、ステッ

プに割り当てられます。（デフォルトでは左端のロッカースイッチを上に

倒すと１～８ステップ、下に倒すと９～１６ステップとなります。）この操作を割り当てる音色

の回数だけ繰り返します。（ただし、同ステップに割り当てられる音色は１種類です）なお、

すでに割り当てられているステップボタンを押すと消灯し、割り当てが解除されます。
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〇MC音源の音作り

MC音源は、２つのパラメータを用いて音作りをします。

パラメータはそれぞれ下記の通りです。

・PITCH:メモリカード音源の再生ピッチ（および再生速度）を調整します。

・CRASH:メモリカード音源のビットクラッシュの強さを調整します。

左端：ビットクラッシュOFF、右端：ビットクラッシュ最大

〇 LINEIN端子からの録音

Cistronは、外部の音源・シンセサイザー等の音声を入力・録音し、MC音源で使用する

WAVファイルとして保存する機能を有しています。ただし、メモリカードへの録音を行うに

は、メモリカードにスピード性能が要求されます。録音には、30MB/S

 (UHS-III,V30等)以上のスピードを持つメモリカードを使用することを推奨しています。録

音機能を利用するためには、以下のステップに従います。

①シーケンスを停止した状態で Cistron 裏面の LINEIN端子に録音する機器の信号線

（モノラルミニプラグ）を挿入します。すると録音モードに入り、４つのMCメモリボタンが点

滅します。
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②４つのMCメモリボタンのうち、録音したWAVファイルを保存したい番号を押します。

③入力レベル調整モードに入ります。録音

対象機器の音を鳴らしたときに、入力レベ

ルがオーバーフローしないように、レベルを

調整します。MC-VOL/LINEINつまみを回

すことで、入力レベルを調整できます。

④ START/STOPボタンを押すと、録音待機

に入ります。この状態で、録音対象機器の

音声信号を検出すると、自動で録音を開始

します。

⑤音声信号を検出すると、録音中となりま

す。録音を終了するときは、START/STOP
ボタンを押します。なお、録音可能な最大

時間は１０秒ですので、録音開始から１０秒

以内にボタンを押してください。

⑥録音が終了すると、選択したフォルダ内に自動で名前がつけられたWAVファイルとし

て保存されます。ファイル名は、例えばMEM1フォルダを選んだ場合MEM1_01.WAVな

どとなります。なお、録音WAVファイルの形式は、モノラル,48kHz,16bitです。

●Protectと表示されるときは、メモリカード

本体の LockスイッチがONになっているた

め、録音できません。LockスイッチをOFF
にしてください。

●録音中、RECErr と表示されたときは、メ

モリカードのスピード不足によりデータの欠

損が生じています。WAVファイルは保存さ

れますが、音質に問題がある場合がありま

25
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すので再録音をお勧めします。録音を繰り返しても、RECErrが出続ける場合は、下記の

原因と対策が考えられます。

・メモリカードへの録音を行うには、メモリカードに書き込みスピード性能が要求されます。

録音には、30MB/S (UHS-III,V30等)以上のスピードを持つメモリカードを使用することを

推奨しています。

・メモリカードに、WAVファイル以外のデータを入れていませんか？メモリカードの容量上

は問題がない場合であっても、多くのデータを入れることでスピードが低下する可能性が

あります。

・メモリカードは、過去に多くのデータ読み書き、消去をして使い込んだものではありませ

んか？このようなメモリカードは、スピードが不足する可能性があります。対策として、デー

タをバックアップの上、再フォーマットする方法があります。
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■シーケンサと FUNCボタン

〇 FUNCボタン

FUNCボタンには、ステップごとのつまみとボタンを使って設定でき

る様々なパラメータが用意されています。それぞれの FUNCボタン
のそばには、上側と下側に２つのパラメータが印刷されています。上

側のパラメータはステップごとのつまみに割り当てられるパラメータを

表し、下側のパラメータはステップごとのボタンに割り当てられるパラ

メータを表しています。例えば、

右図の FUNCボタンでは、つ

まみを使って FMのディケイタ

イムを調整し、ボタンを使って

VCFのON/OFFを設定することができます。

FUNCボタンを用いてステップごとに設定できる機能の詳細を下記に示します。

FM-
FREQ

FM音源の FREQを調整します。 MC-
PITCH

MC音源の PITCHを調整します。

FM-
GATE

FM音源にMEM1~8の音を割り当

てます。

MC-
GATE

MC音源にMEM1~4の音を割り

当てます。

FM-
DEC

FM音源のディケイタイムを調整し

ます。

MC-
DEC

MC音源のディケイタイムを調整し

ます。

FM-
VCF

FM音源のVCFのON/OFFを設
定します。

MC-
VCF

MC音源のVCFのON/OFFを設
定します。

FM-
P.ENV

FM音源のﾋﾟｯﾁｴﾝﾍﾞﾛｰﾌﾟを調整し

ます。（中央でOFF、左に振るとﾋﾟｯ

ﾁ下降、右に振るとﾋﾟｯﾁ上昇）

D.TIME FM/MC音源共通 のディレイタイ

ムを調整します。

FM-
NOISE

FM音源にﾐｯｸｽされるﾉｲｽﾞｼﾞｪﾈﾚｰ

ﾀの発音のON/OFFを設定します。

DELAY FM/MC音源共通 のディレイの

ON/OFFを設定します。

PAN FM/MC音源共通 のパンポットを

調整します。

OPT1 OPT1に設定された機能を調整し

ます。詳細は 38ページ

ACCE FM/MC音源共通 のアクセントの

ON/OFFを設定します。

OPT2 OPT2に設定された機能を設定し

ます。詳細は 38ページ
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FUNC機能のうち、ステップつまみで調整する機能は、電源投入時”中央の値”に設定さ

れています。また、CLEARボタンを押しながらいずれかの FUNCボタンを押すと、該当ボ

タンの機能のうち、ステップつまみで調整する機能の値を全ステップ”中央の値”にリセット

します。ステップボタンで設定する機能は、電源投入時 FM-GATEにMEM1が割り当てら

れており、FM-VCF、MC-VCF、OPT2にONの設定がされています。

〇発音のON/OFF、ステップ数設定

ON/OFFボタンを押しながら、FMのMEM1~8ボタンまたはMCのMEM1~4ボタンを押
すことで、音色ごとに発音するかどうかを設定できます。ON/OFFボタンを押したときに点
灯している音色のみが発音されます。この機能を駆使して、音を少しづつ加えたり減らし

たりして演奏することが可能です。さらに、ON/OFFボタンを押しながらステップボタンを押

すことで、ステップ数を設定することができます。例えば、ロッカースイッチを下に倒した状

態（９～１６ステップ設定）で左から３番目のステップボタンを押すと、ステップ数は１１になり

ます。

発音の      ON/OFF

ステップ数設定

〇シーケンスパターンの保存・読み出し

各 FUNCボタンにより設定したつまみの値・ボタンのON/OFF、および音色ごとの発音の

ON/OFF・ステップ数、SHIFTボタン設定は、最大８パターンまで保存、読み出しができま

す。保存する場合は、SAVEボタンを押しながら、８個のステップボタンのいずれかを押し

ます。するとパターンが選択したボタンの位置に保存され、ボタンが点灯します（保存済

み）。読み出す場合は、LOADボタンを押しながら、読み出すステップボタンを押します。

読み出しは演奏中も可能です。
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ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ保存

ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ読み出し

〇パターンチェーン機能（複数のパターンをつなげる）

パターンチェーン機能とは、複数のシーケンスパターンを”くさり”（チェーン）のように自由

につないで演奏する機能です。本機能を使用するには、あらかじめ”くさり”の素となる

シーケンスパターンをいくつか保存しておく必要があります。その上で、パターンチェーン

を利用するには、SHIFTボタンを押しながら LOADボタンを押して「パターンチェーン

モード」に入ります。すると、LOAD      ボタンが常に点灯した状態になります。この状態は、パ

ターンチェーンモードであることを表します。本機能を解除するには、もう一度 SHIFTボタ
ンを押しながら、LOADボタンを押します。LOADボタンが消灯し、通常モードとなります。

パターンチェーンモードの      ON/OFF

パターンチェーンモードでは、８つのステップボタンは保存済みのシーケンスパターンを

示しており、保存しているパターンは白く点灯します。組み合わせたいパターンの順にス

テップボタンを押すことで、パターンチェーンを作成することができます。

また作成中は、図の例のようにディスプレイに現在のパターンチェーンを表示します。例

では、パターン２⇒パターン４⇒パターン５⇒パターン１⇒パターン２⇒パターン８⇒パター

ン４の７つのパターンが組み合わされていることを表しています。パターンは最大で１６個

まで組み合わせることができます。また演奏中は、現在のパターンの表示が点滅します。
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現在のパターンチェーンを確認したい場合は、LOADボタンを押してください。しばらくの

間ディスプレイに表示します。

パターンチェーンをディスプレイに表示

現在のパターンチェーンをリセットしたい場合は、CLEARボタンを短く押してください。

パターンチェーンのリセット

なお、パターンチェーンモードでは、FUNCボタンを使用したステップボタンやステップつ

まみの機能は使用できません。（FM音源/MC音源のステップへの割り当て、ステップごと

のピッチ・ディケイタイムの調整など）これらの操作は、パターンチェーンモードを解除して

から実施してください。

〇パターンチェーンの保存・読み出し

作成したパターンチェーンは、最大８チェーンまで保存、読み出しができます。保存する

場合は、パターンチェーンモードに入った状態（  LOAD      ボタンが常に点灯）で、SAVEボタ
ンを押しながら、８個のステップボタンのいずれかを押します。するとパターンが選択した

ボタンの位置に保存され、ボタンが赤く点灯します（保存済み）。読み出す場合は、LOAD
ボタンを押しながら、読み出すステップボタンを押します。読み出しは演奏中も可能です。
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ﾊﾟﾀｰﾝﾁｪｰﾝ保存

ﾊﾟﾀｰﾝﾁｪｰﾝ読み出し

なお、パターンチェーンモードでは、個々のシーケンスパターンの保存、読み出しはでき

ません。これらの操作は、パターンチェーンモードを解除してから実施してください。
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■外部同期機能

Cistronは、外部のシーケンサやリズムマシン等と同期演奏するための様々な端子を有し

ています。

〇CLKIN / CLKOUT端子による同期

CLKIN端子にプラグを接続すると、CLKIN端子に入力されるクロックに同期（立ち上がり

同期）して動作する外部同期モードに移行します。なお、入力できるクロック信号はデュー

ティ 50％で、電圧は 5~12Vです。これ以外のデューティ信号は動作保証できません。

CLKOUT端子からは、Cistronのステップに同期したクロック信号（立ち上がり同期）を出

力します。出力電圧は 5Vです。

〇MIDI IN / MIDI OUT端子による同期

MIDI IN端子からタイミングクロック信号を受信すると、クロック信号(F8)に同期して動作す

る外部同期モードに移行します。スタート信号(FA)またはコンティニュー信号(FB)を受信

するとシーケンスを再生し、ストップ信号(FC)を受信するとシーケンスを停止します。

MIDI OUT端子からは、Cistronのシーケンスに同期したMIDIクロック(F8)信号およびス

タート(FA)・ストップ(FC)信号を出力します。また、MIDI IN端子より受信したノート信号等

は、そのまま出力（スルー）します。

〇USBによる同期

USBケーブルを用いてDAWソフトウェアを起動した PCと接続し、DAWソフトウェアから

のMIDIクロック信号を受信すると、クロック信号に同期して動作する外部同期モードに移

行します。この機能を使用するためには、DAWソフトウェア上で下記の操作が必要です。

①MIDI出力デバイスとして、「REON Cistron」を選択してください。

②MIDIクロック・スタート・ストップ信号の出力をONにしてください。
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■ディスプレイの表示機能

ディスプレイには、通常時は FM音源の各パラメータの現在値を表示します。一方で、そ

の他の操作をしたときに、様々な表示をする機能を有しています。

①ステップつまみ現在値

ステップつまみを操作したとき、ステップごとの現在のつまみのレベルを表示します。下図

のように、ディスプレイを２列ごとに分解し、１～１６ステップそれぞれのレベルを１６個のドッ

トを使って表現します。

②テンポの現在値

TEMPOつまみを操作したとき、現在のテンポを BPM（１分間あたりの拍数）で表示します。

③メモリカード内のファイル名

MCメモリボタンを押したときや、WAVファイルを選択したときなど、ファイル名を８文字ま

で表示します。ただし、半角英数字、半角記号（A~Z,a~z,0~9,-,_）以外は表示されないた

め、これ以外の文字（ひらがな、カタカナ、漢字、全角文字など）をファイル名に使用しな

いでください。
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④メモリカードがない場合の警告表示

メモリカードが挿入されていない場合や、非対応のメモリカードである場合など、NoDiskと
警告表示されます。

⑤メモリカードの LockスイッチON表示

メモリカードの LockスイッチがON（書き込み・消去禁止）になっているときに、録音やファ

イルの消去をしようとしたときに表示されます。
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■SHIFTボタンによる設定

白抜き文字の SHIFTボタンを押しながら、白抜き文字の他の各ボタンを押すことで、下記

のようなさまざまな詳細設定ができます。また、SHIFTボタンを押しながらステップつまみ

を回すことで、下記のパラメータを調整することができます。一回の SHIFTボタンの操作

につき調整できるステップつまみのパラメータは１種類のみです。また、ステップつまみに

よる各パラメータ（⑥～⑧）による設定は、次回電源投入時にも適用されます。

＜！＞ＳＨＩＦＴボタン操作中は、絶対に本体の電源を切らないでください。データ破損の

恐れがあります。

白抜き文字ボタン

①シーケンス進行方向

② FM音源音域設定

③クロックディバイダー

④CV1IN/CV2IN端子ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

割り当て

⑤OPT1/OPT2機能割り当て

ステップつまみ

⑥シャッフルレベル調整

⑦MIDIシーケンサ機能の

　　デューティ調整

　　（詳細は 41ページ）

⑧テンポの微調整
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〇シーケンス進行方向

左下のロッカースイッチの設定と、各ステップつまみ・ステップボタンに割り当てられるス

テップの関係を設定します。（仮想的に、ロッカースイッチ上側のステップとロッカースイッ

チ下側のステップがあるとみなして、シーケンス進行方向と呼びます。）

ロッカースイッチ上側：１～８ステップの設定

ロッカースイッチ下側：９～１６ステップの設定（デフォルト）

ロッカースイッチ上側：奇数ステップ（１，３，５，７・・・１５ステップ）の設定

ロッカースイッチ下側：偶数ステップ（２，４，６，８・・・１６ステップ）の設定

〇 FM音源音域設定

FUNCボタンの FM-FREQ設定によって調整できる FM音源の FREQ（音の高さ）の音域

を設定します。

１オクターブ

２オクターブ

４オクターブ（デフォルト）

〇クロックディバイダー

１ステップあたりの音の長さを選択します。

８分音符

１６分音符（デフォルト）

３２分音符
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〇CV1IN/CV2IN端子パラメータ割り当て

裏面の CV1INおよび CV2IN端子に入力される電圧信号(CV信号)によってコントロール

するパラメータを選択します。

CV1IN端子割り当てパラメータ選択

CV2IN端子割り当てパラメータ選択

SHIFTボタンを押しながら、CV1IN/CV2INボタンのいずれかを押すことで、割り当てるパ

ラメータを切り替えます。パラメータの種類は下記の通りで、切り替え時にディスプレイに

表示されます。

パラメータ割り当てなし（デフォルト）

FM音源の FREQをコントロール

MC音源の PITCHをコントロール

FM音源のディケイタイムをコントロール

MC音源のディケイタイムをコントロール

ノイズジェネレータのレベルをコントロール

ディレイの深さをコントロール
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〇OPT1/OPT2機能割り当て

FUNCボタンのOPT1およびOPT2に割り当てる機能を選択します。

FUNCボタンOPT1の割り当て機能選択

FUNCボタンOPT2の割り当て機能選択

SHIFTボタンを押しながら、OPT1/OPT2ボタンのいずれかを押すことで、割り当てる機能

を切り替えます。機能の種類は下記の通りで、切り替え時にディスプレイに表示されます。

OPT1

機能割り当てなし（デフォルト）

FUSIONインターフェースより入力された音声信号のステップごとの

音量を調整します。（FUSIONインターフェースからの音声信号を入

力するためには、FUS.INスイッチをONにする必要があります。）

MIDIシーケンサ機能において、MIDI OUT端子から出力するス

テップごとのノートナンバー（音の高さ）を設定します。なお、MIDI
チャンネルは 1であり、音域はベース音の演奏を想定したものと

なっています。（MIDIシーケンサ機能を利用するには、OPT2も
MIDI-SEQに設定する必要があります。）
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OPT2

機能割り当てなし

シーケンスアレンジ機能（デフォルト）

この機能を選択した状態で、下記のステップボタンのいずれかを押

すと、押している間、現在のシーケンスパターンに下記のアレンジを

加えることができます。演奏中のリアルタイムでの操作を想定してい

るため、特に即興演奏に適した機能です。

FUSIONインターフェースより入力された音声信号を出力するかどう

か、ステップごとにON/OFFを設定します。（FUSIONインター
フェースからの音声信号を入力するためには、FUS.INスイッチを

ONにする必要があります。）

MIDIシーケンサ機能において、MIDI OUT端子からノート信号（発

音信号）を出力するステップを選択します。また、各ステップのス

ラー/タイ(※)のON/OFFを設定することも可能です。ステップボタン

を押すたび、消灯⇒白色⇒赤色と切り替わり、それぞれ以下のよう

に動作します。

消灯：ノート信号を出力しないステップ

白色：ノート信号を出力するステップ（スラー/タイOFF）
赤色：ノート信号を出力するステップ（スラー/タイON）
（MIDIシーケンサ機能を利用するには、OPT1もMIDI-SEQに設

定する必要があります。）

※スラー/タイ:
次にノート信号がONになるステップまで、発音を目いっぱい伸ば

します。例を以下に示します。一般的なスラー/タイの印象となるかど

うかは、接続する音源の特性によります。
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〇シャッフルレベル調整

SHIFTボタンを押しながら、一番左のステップつまみを回すとシャッフル（テンポの跳ね）

のレベルを調整することができます。左端ではシャッフルOFFで、右に回すとシャッフル

が強くかかります。なおレベル調整中は、ディスプレイにレベルが表示されます。なお、調

整した値は、次回電源投入時にも適用されます。

〇テンポの微調整

SHIFTボタンを押しながら、一番右のステップつまみを回すとテンポを微調整することが

できます。調整中は、ディスプレイに現在のテンポを BPM（１分間あたりの拍数）で表示し

ます。なお、調整した値は、次回電源投入時にも適用されます。
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■MIDIシーケンサ機能

ファームウェアバージョン 2.10以降の Cistronには、外部のMIDI音源（特にベース音を

得意とする音源）と接続し、Cistronと同期して演奏することを目的としたMIDIシーケンサ

機能（MIDIチャンネル=1）が搭載されています。本機能を利用するには、以下の手順に

従ってください。

①接続方法

MIDIケーブルを用いて CistronのMIDI OUT端子と、外部MIDI音源のMIDI IN端子

を接続してください。

②      OPT1      の機能を      MIDI-SEQ      に割り当てる

Cistronの SHIFTボタンを押しながら、白抜き文字の

OPT1ボタンを押してOPT1の機能を切り替え、

「MIDI-SEQ」に設定してください。

③      OPT2      の機能を      MIDI-SEQ      に割り当てる

Cistronの SHIFTボタンを押しながら、白抜き文字の

OPT2ボタンを押してOPT2の機能を切り替え、

「MIDI-SEQ」に設定してください。

④      OPT1/OPT2      の      FUNC      ボタンを選択する

OPT1/OPT2の FUNCボタン（右下の FUNCボタン）を押して、MIDIシー
ケンサの編集モードに入ります。

⑤  発音する音の長さ（デューティ）を設定する

Cistronの SHIFTボタンを押しながら、左か

ら２番目のステップつまみを回すと発音す

る音の長さ（デューティ）を調整することが

できます。右に回すと長くなります。なお、

調整した値は、次回電源投入時にも適用されます。
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⑥ノート信号を出力（発音）するステップを選択する

ステップボタンを押して、ノート信号を出力（発音）するステップを選択します。各ステップ

のスラー/タイのON/OFFを設定することも可能です。ステップボタンを押すたび、消灯⇒

白色⇒赤色と切り替わり、それぞれ以下のように動作します。

消灯：ノート信号を出力しないステップ

白色：ノート信号を出力するステップ（スラー/タイOFF）
赤色：ノート信号を出力するステップ（スラー/タイON）

⑦ステップごとのノートナンバー（音の高さ）を設定する

ステップつまみを回して、各ステップにおける音の高さを設定します。なお、音域はベース

音の演奏を想定したものとなっています。

⑧シーケンスパターンの保存と読み出し

必要に応じて、作成したMIDIシーケンスパターンを保存します。FM音源/MC音源の場

合と同様の操作を行うことによって、各 FUNCボタン（FM音源/MC音源）の設定が保存・

読み出しされると同時に、MIDIシーケンスパターンも保存・読み出しされます。

ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ保存

ｼｰｹﾝｽﾊﾟﾀｰﾝ読み出し
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■FUSIONインターフェース

Cistron 裏面には、REON製の機器同士を接続して音声信号や制御信号をやり取りし、機

能を拡張するための FUSIONインターフェースという独自の端子を備えています。

FUSIONインターフェースに対応した機器同士を特殊な LANケーブルを使用して接続

することで本機能を利用することができます。

〇機能概要

現在のファームウェアバージョンでは、以下の機能を有しています

①入力した音声信号の出力・ディレイ機能

FUSIONインターフェースから入力した音声信号を、Cistron本体

の音声とミックスして出力する機能を有しています。FUS.IN      スイッ
チをONにすることで、FUSIONインターフェースから音声信号を

入力し、出力が可能になります。さらに、FUS.IN-DLY      スイッチを
ONにすると、入力した音声信号にディレイをかけることができま

す。加えて、FUNCボタンのOPT1/OPT2を FUS.IN機能に割り当てれば、ステップごとの

レベルを調整することができます。詳しくは、38ページをご覧ください。

② Cistronのオーディオ信号出力機能

Cistronの最終のオーディオ信号を出力します。（OUTL/OUTR端子の機能と同じ)

〇対応する LANケーブル

LANケーブルは、下図のようなクロス結線(1000BASE-T)のものを使用してください。一般

的なストレートタイプの      LAN      ケーブルとは異なりますのでご注意ください。
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■ファームウェアアップデート

Cistronは、新しい機能の追加等のアップデートを将来にわたって実施します。アップデー

トファイルは、将来下記の REON公式ホームページにて公開予定です。

2021年 7 月現在、ホームページリニューアル準備中のため、データは公開されておりま

せん。ご希望の際は、お手数ですが下記ホームページ上のお問い合わせフォームより、

現在の      Cistron      のバージョンを明記いただき、  Cistron      アップデートファイル希望と記載の

上、ご連絡くださいませ。

http://www.reon-music.co.jp

現在ご使用のCistronのバージョンに対して、アップデート可能なデータがあるかど

うかは、下記の手順でご確認いただけます。

①現在のCistronのファームウェアバージョンを確認します。Cistronの起動中（ディ

スプレイにREON Cistron と表示中）に FM メモリボタンのMEM1ボタンを押すと、

押している間、下記のように現在のバージョン情報が表示されます。（下記例では

バージョン 1.00）

② REON公式ホームページにて、公開中の Cistron最新バージョンの番号を確認します。

手順①で確認した番号より大きな番号(上記例では 1.01、1.02、1.10、2.00など)があれば、

アップデート可能です。アップデートしたい場合は、該当の最新バージョンのファイルをダ

ウンロードしてください。

③ダウンロード以降の手順については、ダウンロードファイル内の説明をお読みください。

なお、ファームウェアアップデートに対応しているOSは、現在はWindowsのみです。
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■トラブルシューティング

症状 考えられる原因 参照先

START/STO
Pボタンを押し
てもシーケンス

がスタートしな

い

裏面端子の LINEIN端子にケーブルが接続されていません

か？LINEIN が接続されている場合は録音モードとなり、

シーケンスはスタートしません。

裏面端子の CLKIN端子にケーブルが接続されていません

か？CLKINが接続されている場合は、外部からのクロック信

号を受信しないとシーケンスは動きません。

シーケンスを

スタートしても

音が鳴らない

マスターボリューム(VOLつまみ)が０になっていませんか？

また、FM 音源の音量(FM-VOLつまみ)または MC 音源の

音量(MC-VOLつまみ)が０になっていませんか？

FM 音源または MC 音源のディケイタイム (FM-Dつまみ、

MC-Dつまみ)が０になっていませんか？

FM 音源または MC 音源のアタックタイム (FM-A つまみ、

MC-Aつまみ)が長くなって（右端付近）いませんか？

VCF のフィルタの周波数(FREQつまみ)が左端付近にあり

ませんか？

FUNC の FM-FREQ/GATEボタン（左上 FUNCボタン）を
押して、ステップに音をセットしましたか？

また、FUNCのMC-PITCH/GATEボタン（右上 FUNCボタ
ン）を押して、ステップに音をセットしましたか？

20ページ

23ページ

ON/OFFボタンを押したとき、演奏対象の音が意図せず発

音OFF（消灯）になっていませんか？

28ページ

特定の音色や

特定のステッ

プの音が鳴ら

ない

ON/OFFボタンを押したとき、特定の音色が意図せず発音

OFF（消灯）になっていませんか？

28ページ

FUNCの DEC/VCFボタンでステップつまみを動かしたこと

で、特定のステップのディケイタイムが０になっていません

か？

27ページ
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症状 考えられる原因 参照先

特定の音色や

特定のステッ

プの音が鳴ら

ない

FUNCの PAN/ACCEボタンでステップつまみを動かしたこ

とで、特定のステップのパンポットが左右どちらかに振り切れ

ていませんか？

27ページ

メモリカードに

入れた音が再

生されない、

読み込めない、

または音がお

かしい

REON提供でないメモリカードを用いた場合、メモリカード

内に MEM1、MEM2、MEM3、MEM4 の４つのフォルダを

作成し、それらのフォルダの中に音声データを入れました

か？また FAT32形式でフォーマットされていますか？

22ページ

メモリカードに入れた音声データは、以下の対応フォーマッ

トの WAV ファイルですか？（対応フォーマット：8bit または

16bit、44.1kHzまたは 48kHz、モノラルまたはステレオ）

22ページ

各フォルダ内に入れる WAV ファイルの数は、読み込み上

限数である 16ファイルを超えていませんか？

メモリカードへ

の録音がうまく

いかない、

RECErrとなる

メモリカード本体のプロテクト(Lock)スイッチが ONになって

いませんか？（Protectと表示されます）

24ページ

メモリカードへの録音を行うには、メモリカードに書き込みス

ピード性能が要求されます。録音には、30MB/S (UHS-
III,V30等)以上のスピードを持つメモリカードを使用すること

を推奨しています。

24ページ

メモリカードに、WAVファイル以外のデータを入れていませ

んか？メモリカードの容量上は問題がない場合であっても、

多くのデータを入れることでスピードが低下する可能性があ

ります。

24ページ

メモリカードは、過去に多くのデータ読み書き、消去をして

使い込んだものではありませんか？このようなメモリカードは

スピードが不足する可能性があります。対策として、データ

をバックアップの上、再フォーマットする方法があります。

24ページ
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症状 考えられる原因 参照先

FM 音源のメ

モリボタンを押

しても音色が

切り替わらな

い

BTNI/BTNIIスイッチが BTNI（上側）になっていませんか？

MEM1~8を切り替えるのは、BTNIIの機能となります。

19ページ

ステップつま

みやステップ

ボタンを操作

しても反応しな

い

パターンチェーンモード（LOADボタンが常に点灯した状
態）になっていませんか？パターンチェーンモードでは、

FUNCボタンによるステップつまみ・ステップボタンの機能は

使用できません。

29ページ

FUNCボタン
が反応しない

パターンチェーンモード（LOADボタンが常に点灯した状
態）になっていませんか？パターンチェーンモードでは、

FUNCボタンによるステップつまみ・ステップボタンの機能は

使用できません。

29ページ

テンポが意図

せずシャッフ

ル（跳ね）に

なっている

SHIFTボタンを押しながら一番左のステップつまみを操作し、

シャッフルレベルを調整してください。左端に回すと、シャッ

フルがOFFになります。

40ページ

テンポの可変

範囲が変わっ

ている

SHIFTボタンを押しながら一番右のステップつまみを操作

すると、テンポを微調整できます。微調整により、テンポの可

変範囲に変化が生じます。

40ページ
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■仕様

製品名称： Cistron (FM リズムマシン) 

製品品番： RE-FU001 

消費電流： 約 1000mA (5W) 

サイズ： 幅 265 x 奥行 185 x 高さ 75 (mm) 

重量： 約 1200g ※ACアダプタ含まず 

デジタル音源部： REONオリジナル FM音源 

　　　　　　　　　 MC(Memory Card)音源（.wavまたは本体で録音） 

アナログ音源部： ノイズジェネレータ、VCF、VCA、パンポット、ディレイ

シーケンサー部： 外部同期機能（USB、MIDI IN/OUT、CLKIN/OUT） 
　　　　　　　　　 ステップ数設定可能（最大１６ステップ） 

　　　　　　　　　 FM音域設定（1Octave, 2Octave, 4Octave） 
　　　　　　　　　 クロックディバイダー（８分音符、１６分音符、３２分音符）

　　　　　　　　　 シーケンス保存メモリ×８個 

ツマミ・ボタン： FM音源コントロールツマミ（FREQ、MOD、ENV、LFO/WAVE） 
　　　　　　　　　 FM音源メモリ＆選択ボタン×8個 

　　　　　　　　　 MC音源コントロールツマミ（PITCH、BITCRASH） 
　　　　　　　　　 MC音源メモリ選択ボタン×4個 

　　　　　　　　　 ノイズレベルコントロールツマミ 

　　　　　　　　　 VCFコントロールツマミ（FREQ、RESO、MOD） 
　　　　　　　　　 VCA（EG）コントロールツマミ（FM/MC-Attack,Decay）
　　　　　　　　　 DELAYコントロールツマミ（D.Time、F.Back、E.Depth） 
　　　　　　　　　 テンポコントロールツマミ 

　　　　　　　　　 ボリュームコントロールツマミ（FM音量、MC音量、マスター音量）

接続端子：　　　 5V ACアダプタ

　　　　　　　　　 USBタイプ B 
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　　　　　　　　　 メモリカード 

　　　　　　　　　 FUSION IF（REONオリジナル接続端子） 

　　　　　　　　　 MIDI IN（DIN端子） 

　　　　　　　　　 MIDI OUT（DIN端子） 

　　　　　　　　　 CLOCK IN/OUT (ミニジャック) 
　　　　　　　　　 LINE INPUT （ミニジャック） 
　　　　　　　　　 CV1 INPUT (ミニジャック) 
　　　　　　　　　 CV2 INPUT (ミニジャック) 
　　　　　　　　　 ヘッドホン出力（ミニジャック） 

　　　　　　　　　 AUDIO L/R OUTPUT （標準ジャック）  

その他：　　　　 ツマミの動きを覚えるKnob Recording機能 

　　　　　　　　 USBによるファームウェアアップデート機能

■MIDIインプリメンテーションチャート

送信 受信 備考

チャンネル 1 × MIDIシーケンサ機能使用時

ノートナンバー 28 ~ 59 × MIDIシーケンサ機能使用時

ベロシティ 96 × MIDIシーケンサ機能使用時

リアルタイム　クロック

　　　　　　　　コマンド

〇

〇

〇

〇

その他 × × ただし、MIDI IN端子から入力された

ノート信号等は、MIDI OUT端子より

出力する（スルー）
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■故障、メンテナンスに関して

故障、ご質問に関しては、ご購入いただきました販売店または下記までご連絡いただきま

すようお願い申し上げます。

〒573-0005 
大阪府枚方市池之宮 1-5-61 　REONビル　開発センター 

電話:072-805-2320 
FAX: 072-805-2321

メールによるお問い合わせ

弊社正規サイトよりメールをお送りください。
http://www.reon-music.co.jp

＜！＞　本書の許可なき複写、転写、インターネット等への投稿、公開を禁じます。
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■保証書

本書は再発行しませんので、大切に保管してください。

製品保証 製品名称： Cistron 製品品番: RE-FU001

ご購入日時：令和　　年　　月　　日　　保証期間　左記日時より２カ年

ご購入者：

氏　名：

ご住所：　〒　　　　　　　　

                                                                 電話番号

販売店：　　REON直販・店舗・ネット・代理店

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

株式会社 REON
〒573-0005 
大阪府枚方市池之宮 1-5-61 　REONビル　開発センター

電話:072-805-2320 
FAX: 072-805-2321

営業時間　　平日 9:30 ~ 18:00     (※土日祭日、年末年始を除く)
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REON
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